
「小春日和」滝畑ダム （令和 4 年度観光写真コンクール入賞作品 ）

　令和 5 年 9 月第 3 回定例会が 9 月 1 日から 9 月 26
日までの 26 日間開かれました。
　議員からは、生物多様性の保全・ネイチャーポジ
ティブの対策の強化を求める意見書等の決議案 4 件
が提出され、これらは全会一致で可決されました。
　一方、市長からは、組織機構改革に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定について等の条例案 15 件、
一般会計等の補正予算案 3 件、令和 4 年度の各会計歳
入歳出決算認定案件 8 件、河内長野市教育委員会委員

の任命についての人事案 1 件、文化振興財団や河内長
野都市開発株式会社等外郭団体の令和 4 年度事業並
びに決算報告 6 件、専決処分案 1 件、令和 4 年度健全
化判断比率や資金不足比率の報告 2 件、その他 1 件の
合計 37 件の議案が提出されました。これらは、いずれ
も可決（承認・了承・認定・同意）されました。

（議案等の概要は 2 〜 4 頁に掲載）

令和 5 年  9 月定例会
■河内長野市スポーツ振興基金条例を制定　
■河内長野市教育委員会委員の任命について同意
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令和5年12月1日   第262号

議案等
番　 号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

報　告 
第12号

専決処分報告について（令和5年度河内
長野市一般会計補正予算（第3号）） 承認

（令和 5 年 7月13日専決処分）歳入歳出予算及び地方債の補正。歳入歳出予算は、
それぞれ9,820 万円を追加し、予算総額は、406 億 8,127 万円となる。歳出として、
令和 5 年 6月の大雨による災害復旧事業について、市内各所で被災した各施設の応
急復旧工事に要する費用や本復旧工事にかかる測量設計業務に要する費用を計上。

報　告 
第13号

令和4年度健全化判断比率の報告につい
て 了承

実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字が発生していないため算定されない。
また、実質公債費比率は2.2%で、将来負担比率は算定されない。いずれも早期健
全化基準を下回り、健全段階となっている。

報　告 
第14号 令和4年度資金不足比率の報告について 了承 水道事業会計及び下水道事業会計はどちらも資金不足は生じていないので、算定され

ない。

報　告 
第15号

令和4年度公益財団法人河内長野市勤
労者福祉サービスセンターの事業並びに
決算の報告について

了承
事業実績としては、生活安定事業、余暇活動事業等を行った。決算の概要は収益合計
1,911万4,737円に対し、費用合計は2,084万6,778円で、一般正味財産増減額は
173万2,041円の減となった。

報　告 
第16号

令和4年度公益財団法人河内長野市文
化振興財団の事業並びに決算の報告につ
いて

了承
事業実績としては、地域の芸術文化の振興を図る事業として「奥河内音絵巻」等の文
化事業を実施した。決算の概要は、収益合計3億345万4,963円に対し、費用合計は
3億2,391万1,660円で、一般正味財産増減額は2,045万6,697円の減となった。

報　告 
第17号

令和4年度公益財団法人河内長野市公
園緑化協会の事業並びに決算の報告につ
いて

了承
事業の実績としては、公園・緑地の維持管理事業、地域施設の緑化支援、公園の利用
促進等を行った。決算の概要は、収益合計2億9,291万6,349円に対し、費用合計は
2億9,765万6,004円で、一般正味財産増減額は473万9,655円の減となった。

報　告 
第18号

令和4年度三日市都市開発株式会社の
事業並びに決算の報告について 了承

事業実績としては、フォレスト三日市のビル管理受託、不動産賃貸、駐車場・駐輪場の
管理運営等に係る業務を行った。決算の概要は、収益合計2億2,182万7,304円に
対し、費用合計は2億1,592万7,248円で、当期純利益は590万56円となった。

報　告 
第19号

令和4年度河内長野都市開発株式会社
の事業並びに決算の報告について 了承

事業実績としては、ノバティながのの不動産賃貸借、駐車場・駐輪場の管理運営等に
係る業務を行った。決算の概要は、収益合計2億1,117万9,632円に対し、費用合計
は2億1,238万3,871円で、当期純損失は120万4,239円となった。

報　告 
第20号

令和4年度三日市町駅整備株式会社の
事業並びに決算の報告について 了承

事業実績としては、三日市町駅の鉄道駅総合改善事業整備施設及びホーム施設等の
賃貸業務を行った。決算の概要は、収益合計1,776万5,803円に対し、費用合計は
1,783万200円で、当期純損失は6万4,397円となった。

認　定 
第1号

令和4年度河内長野市一般会計歳入歳
出決算認定について 認定

「包括予算制度」のもと、歳入決算額406億7,785万円、歳出決算額405億2,618
万円となり、歳入歳出差引額は1億5,167万円の黒字であり、繰越財源1億3,286万
円を除く実質収支は1,881万円の黒字となった。主な歳出として、ESCO事業による
空調熱源機器や照明のLED化、南花台地区の自動運転による移動支援サービスにつ
いて、UR南花台団地集約跡地の活用に向けた計画策定、公共交通空白地のマイクロ
バス運行による地域住民の移動手段の確保、市内の支援機関が相互連携するための
体制整備、妊娠期から出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援の充実、新型コロナ
ウイルスワクチンの接種事業、HPVワクチンのキャッチアップ接種、就職困難者等へ
の就労相談等、世界かんがい施設遺産に登録された寺ケ池・寺ケ池水路のPR、健全
な森林の育成、良好な森林景観を維持するための間伐等による森林整備、河内長野市
産材である「おおさか河内材」の利用促進を図るための林業者等への補助、オープン
カンパニー事業「ワークワクワク河内長野」の実施、赤峰市民広場の産業用地化を検
討するに当たっての現況測量、「日本遺産のまち」のPR、小山田西地区の土地区画整
理事業及び堺アクセス道路の整備に向けた調査・設計等、道路台帳図や公園河川台
帳図の電子化及びインフラ・災害等情報システムの構築、マンホールトイレの設置、南
花台施設一体型小中一貫教育推進校整備の基本計画の策定、市民交流センター等の
文化施設予約システムへのキャッシュレス決済機能の付加、豪雨等で被災した各施設
の復旧工事、南花台第8緑地の法面崩落にかかる測量設計業務等。経常収支比率は
93.7%となり、前年度と比べ1.2ポイント悪化した。

認　定 
第2号

令和 4 年度河内長野市国民健康保険事
業勘定特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

認定 保険料収入の確保に努めた結果、歳入が124億1,168万円、歳出が124億1,005
万円となり、歳入歳出差引163万円の繰越金が生じた。

認　定 
第3号

令和4年度河内長野市土地取得特別会
計歳入歳出決算認定について 認定 歳入歳出ともに8,867 万円。歳入は普通財産等貸付収入、一般会計からの繰入金。

主な歳出は長期債償還元金等。

認　定 
第4号

令和4年度河内長野市部落有財産特別
会計歳入歳出決算認定について 認定 歳入歳出ともに1 万円。主な歳入は市地区及び原地区部落有財産基金の利子収入。

主な歳出は、市地区原地区への交付金。

認　定 
第5号

令和4年度河内長野市介護保険特別会
計歳入歳出決算認定について 認定

歳入 108 億 900 万円に対し、歳出 106 億 7,532 万円で1 億 3,368 万円の黒字。
主な歳入は保険料、国・府の負担金及び交付金、支払基金からの交付金、一般会計
からの繰入金等。主な歳出は保険給付費、地域支援事業費等。

認　定 
第6号

令和4年度河内長野市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算認定について 認定

歳入25億2,723万円に対し、歳出24億5,128万円で7,595万円の繰越金が生じ
た。繰越金は出納整理期間中に収入した令和4年度保険料で、出納閉鎖後に令和5年
度負担金として大阪府後期高齢者医療広域連合に納める。

認　定 
第7号

令和4年度河内長野市水道事業決算認
定について 認定

収益的収支は収入が24億5,674万円に対し、支出が23億1,730万円。税抜き決算
額では7,592万円の当年度純利益となった。資本的収支は収入が3億8,926万円に
対し、支出が11億7,894万円。7億8,968万円の不足を損益勘定留保資金等で補て
んした。

議案等の概要

3頁に続く
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4頁に続く

2頁から続く

議案等
番　 号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

認　定 
第8号

令和4年度河内長野市下水道事業決算
認定について 認定

収益的収支は収入が32億6,496万円に対し、支出が30億4,936万円。税抜き決算
額では1億7,298万円の当年度純利益となった。資本的収支は収入が17億2,313
万円に対し、支出が29億1,291万円。11億8,978万円の不足を損益勘定留保資金
等で補てんした。

議　案 
第43号

河内長野市教育委員会委員の任命につ
いて 同意 嘉名　光市氏を選任する。

議　案 
第44号

河内長野市スポーツ振興基金条例の制定
について 可決

施設再編の具体化に向けた財源の確保を図るとともに、赤峰市民広場の産業用地化
による土地売却利益を財源に充てる等、スポーツ振興に特化した新たな基金を創設す
るため、本条例を制定する。

議　案 
第45号

河内長野市新学校給食センター整備運
営事業者選定審査会設置条例の制定に
ついて

可決
令和6年度に新たな学校給食センターの設計・施工・運営・維持管理等を包括的に行
う事業者を公募するにあたり、提案内容の審査を行う附属機関を新たに設置するため、
本条例を制定する。

議　案 
第46号

組織機構改革に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について 可決

スマートシティの実現に向けた取組をさらに推進するため、より効率的・効果的な組織
体制の確立を図る組織機構改革を行うことに伴い、関係条例の整備を行う。主な内容
は、国のこども家庭庁創設に伴う少子化対策、子育て施策への対応として、新たに「こ
ども部」を設置し、福祉部から「子ども子育て課」を移管するとともに、教育委員会から
放課後児童会業務を移管する。

議　案 
第47号

河内長野市の議会の議員及び長の選挙
における選挙運動の公費負担に関する条
例の改正について

可決
公職選挙法施行令の改正により、国政選挙における公費負担の限度額が引き上げられ
たことに伴い、本条例を改正する。内容として、本市の議会の議員及び長の選挙におけ
る選挙運動用自動車の借入れや選挙運動用ポスターの作成等に係る公費負担の限度
額を国政選挙の限度額と同じ額に引き上げる。

議　案 
第48号

河内長野市職員の特殊勤務手当条例の
改正について 可決

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが5類感染症になったことを受
け、国家公務員の給与制度の改正に準じ、新型コロナウイルス感染症対策業務に係る
防疫作業手当の特例を廃止するため、本条例を改正する。

議　案 
第49号

職員の退職手当に関する条例の改正に
ついて 可決

本市職員の定年が65歳に引き上げられたことに伴い、定年前早期退職者にかかる退
職手当の加算率について、退職日の年齢が59歳である職員に関し、当分の間、国家
公務員と同様に、2%から3%に引き上げるため、本条例を改正する。

議　案 
第50号

河内長野市日野地区環境整備基金条例
の改正について 可決 日野地区の環境整備事業等に要する資金に充てるために設置された基金の一部を取

り崩し、墓地整備工事の事業に充てるべく、本条例を改正する。

議　案 
第51号

河内長野市滝畑地区環境整備基金条例
の改正について 可決

滝畑地区の環境整備事業等に要する資金に充てるために設置された基金の一部を取
り崩し、滝畑公衆トイレ整備工事、既設滝畑公衆トイレ解体工事及び第二駐車場トイレ
新築工事の事業に充てるべく、本条例の改正を行う。

議　案 
第52号 河内長野市市税条例の改正について 可決

地方税法等の法律が改正されたこと及び所要の規定整備を行うことに伴い、本条例
を改正する。内容として、個人市民税について、森林環境税の導入に伴う規定整備を
行う等。

議　案 
第53号

河内長野市子どもの医療費の助成に関す
る条例の改正について 可決 子育て世代の経済的負担を軽減するため、助成対象年齢を15 歳到達年度末から

18 歳到達年度末に引き上げるよう、本条例を改正する。

議　案 
第54号

河内長野市地区計画区域内における建築
制限に関する条例の改正について 可決

令和5年8月10日に地区計画の都市計画決定を行った三日市町駅東地区の建築物
の用途の制限等を条例で規定することにより、地区計画の実効性を担保するため、本
条例を改正する。

議　案 
第55号 河内長野市火災予防条例の改正について 可決 省令の改正に伴い、本条例を改正する。主な改正内容として、蓄電池設備に係る基準

の見直し及び固定燃料を用いた火気設備の離隔距離の見直しを行うもの。

議　案 
第56号

河内長野市立幼稚園設置条例の廃止に
ついて 可決

近年の少子化の進行の影響を受け、令和3年度から市立三日市幼稚園を休園し、今後
の民間施設の受入れ状況を確認し、幼児教育等のニーズや受入れ環境を慎重に見なが
ら再開又は廃園を判断することとなっており、今後も児童の急激な増加は予測されない
ことから、現在休園中である市立三日市幼稚園を廃園するため、本条例を廃止する。

議　案 
第57号

河内長野市赤峰市民広場条例の廃止に
ついて 可決

市内産業の振興を目的とした産業用地化を進めるとともに、本市スポーツ施設を取り
巻く様々な課題解決に向けて、今後のスポーツ振興に求められる施設再編を行う必要
があることから、当該施設を廃止するため、本条例を廃止する。

議　案 
第58号

柏原羽曳野藤井寺消防組合への加入に
関する協議について 可決

消防の広域化に伴い、柏原羽曳野藤井寺消防組合の名称を大阪南消防組合に変更し、
新たに富田林市、河内長野市、太子町、河南町及び千早赤阪村の5市町村が加入する
ことについて協議するため、地方自治法第290条の規定により、本市議会の議決を求
める。

議　案 
第59号

令和5年度河内長野市一般会計補正予算
（第4号） 可決

歳入歳出予算、繰越明許費、債務負担行為及び地方債の補正。歳入歳出予算それぞれ
3億9,906万1千円の追加で、予算総額は410億8,033万1千円となる。主な歳出と
して、消防広域化を実施する際に必要となる初期費用として「（仮称）大阪南消防組合」
への負担金、赤峰市民広場の産業用地化の代替施設である「旧長野北高校跡地」への
防球ネット整備費、令和5年6月の大雨により、市内各所で被災した各施設の本復旧工
事に要する費用として、河川等で4,350万円、公園緑地で5,800万円等。

議　案 
第60号

令和5年度河内長野市国民健康保険事
業勘定特別会計補正予算（第1号） 可決

歳入歳出予算の補正。歳入歳出それぞれ511万5千円を追加し、予算総額は127億
7,592万8千円となる。主な歳出として、河内長野市国民健康保険事業財政調整基金
への積立金等。
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令和5年12月1日   第262号

　9月12日と13日の2日間、15人の議員によ
る一般質問を行いました。本紙に掲載している
のは、質問及び答弁の要点を広報委員会がまと
めたものです。また、紙面の都合で質問及び答
弁の一部しか掲載していません。全文は11月下
旬に発行している会議録をご覧ください。
　会議録は市役所1 階の情報コーナーや図書
館等でご覧になれます。
　また、市のホームページにも
掲載しています。

一般質問
目　次

代表質問（5〜7頁）

西田　善延  （大阪維新の会）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5頁

駄場中大介  （日本共産党）・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5頁

桂　　　聖  （自民党・市民クラブ・無所属議員の会）・・・・ 6頁

奥井　良一  （公明党）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7頁

個人質問（8〜11頁）

丹羽　　実  （日本共産党）・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8頁

吉竹　英行  （大阪維新の会）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8頁

若林　　靖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8頁

大原　一郎  （公明党）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9頁

道端　俊彦  （自民党・市民クラブ・無所属議員の会）・・・・ 9頁

峯　満寿人  （自民党・市民クラブ・無所属議員の会）・・・・ 9頁

堀川　和彦  （自民党・市民クラブ・無所属議員の会）・・・ 10頁

宮本　　哲  （日本共産党）・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10頁

工藤　敬子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10頁

三島　克則  （公明党）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11頁

土井　　昭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11頁

質問の映像視聴について
QRコードから各議員の質問の映像を視聴
することができます。視聴の際は、データ通
信料が発生する場合がありますのでご了承
ください。

議案等に対する各議員の態度(全会一致でない議案等の賛否）　　　　　○:賛成　●:反対

議案等
番　号 件　　名 議決

結果

自民党・市民クラブ・
無所属議員の会 公明党 大阪維

新の会 日本共産党 会派に所属
しない

奥
村　
　
亮 

道
端　
俊
彦

堀
川　
和
彦

峯　
満
寿
人

桂　
　
　
聖

奥
井　
良
一

浦
山　
宣
之

三
島　
克
則

大
原　
一
郎

西
田　
善
延

吉
竹　
英
行

駄
場
中
大
介

宮
本　
　
哲

丹
羽　
　
実

工
藤　
敬
子

若
林　
　
靖

土
井　
　
昭

認　定
第5号

令和4年度河内長野市介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議　　

長

○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○

認　定
第6号

令和4年度河内長野市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○

議案等
番　 号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

議　案 
第61号

令和5年度河内長野市介護保険特別会
計補正予算（第1号） 可決

歳入歳出予算の補正。歳入歳出それぞれ1億4,969万1千円を追加し、予算総額は
122億9,681万2千円となる。主な歳出として、河内長野市介護給付費準備基金へ
の積立金等。

議　案 
第62号

河内長野市国民健康保険条例の改正に
ついて 可決

国民健康保険法等の改正に伴い本条例を改正する。主な内容として、令和6年1月か
ら出産被保険者に係る産前産後期間の所得割保険料及び均等割保険料の軽減措置を
講じるため、所要の改正を行う。

決議案 
第5号

生物多様性の保全・ネイチャーポジティ
ブの対策の強化を求める意見書 可決

決議案 
第6号

特別支援学校・学級等への教員等の適切
な配置を求める意見書 可決

決議案 
第7号

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療
法）に対する適正な診療上の評価等を求
める意見書

可決

決議案 
第8号

経口中絶薬承認後の丁寧な運用と体制整
備を求める意見書 可決

3頁から続く
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代表質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

島
田
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て
問
う
。

問　
自
民
党
15
区
支
部
長
へ

応
募
す
る
に
至
っ
た
理
由
に

つ
い
て
問
う
。

答　

市
の
限
ら
れ
た
予
算
や

市
単
独
で
の
取
組
で
は
限
界

が
あ
る
と
い
う
考
え
に
行
き

着
い
た
。誰
か
が
国
と
の
パ

イ
プ
役
に
な
っ
て
国
の
支
援

を
引
き
出
し
、そ
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
河
内
長
野
市
を

は
じ
め
と
す
る
南
河
内
の
課

題
解
決
を
図
っ
て
い
く
環
境

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
強
い
思
い
に
至
っ
た
こ
と

が
一
番
の
理
由
で
あ
る
。

問　
国
か
ら
河
内
長
野
を
支

え
る
の
で
な
く
、国
と
パ
イ

プ
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
市
長

の
職
責
で
は
な
い
か
。仮
に

落
選
し
て
し
ま
っ
た
ら
、市

民
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

前
回
の
衆
議
院
選
挙
の

結
果
を
受
け
る
と
、政
権
与

党
と
い
え
ど
、自
由
民
主
党

か
ら
当
選
す
る
と
い
う
の
は

か
な
り
大
変
だ
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
。し
か
し
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。市
民
の
方
々

に
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
次

の
ス
テ
ッ
プ
へ
、そ
し
て
南

河
内
を
良
く
し
て
い
く
流
れ

を
作
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

政
権
に
限
ら
ず
、自
由
民
主

党
以
外
の
色
々
な
党
を
応
援

さ
れ
て
い
る
方
々
等
、イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
な
観
点
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、南
河
内
全
体
が

発
展
す
る
こ
と
に
対
し
て
誰

も
反
対
し
て
い
な
い
と
考
え

て
い
る
た
め
、南
河
内
全
体

が
発
展
で
き
る
よ
う
な
取
組

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
任
期
中
に
衆
議
院
が
解

散
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

答　

現
時
点
で
は
、任
期
で

あ
る
令
和
6
年
8
月
2
日
ま

で
は
市
長
と
し
て
の
職
責
を

全
う
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、任
期
ま
で
の
間
に
衆
議

院
が
解
散
し
た
場
合
は
、市

長
の
職
を
辞
し
衆
議
院
選
挙

に
出
馬
す
る
こ
と
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問　
解
散
日
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
る
よ
う
な
辞
任
の
期
日

で
は
な
く
、市
長
自
ら
が
時

期
を
明
確
に
し
て
、一
刻
も

早
く
辞
任
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。政
治
家
と
し
て
の
考

え
は
。

答　

日
付
を
い
つ
と
決
め
て

も
、い
つ
解
散
す
る
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
課
題
の
解
決

に
は
な
っ
て
い
な
い
と
思
っ

て
い
る
。基
本
的
な
考
え
と

し
て
、現
時
点
で
は
令
和
6

年
の
8
月
2
日
ま
で
の
任
期

を
全
う
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

問　
新
市
長
に
予
算
を
引
き

継
げ
る
よ
う
な
早
め
の
段
階

で
、自
ら
期
日
を
決
め
て
辞

任
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

辞
任
に
つ
い
て
は
最
終

的
に
市
長
が
判
断
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、ご
意
見
と
し
て

検
討
課
題
の
一
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

市
長
の
進
退
に
つ
い
て
聞
く
。

問　

自
民
党
の
候
補
者
に
応

募
し
た
市
長
は
、自
分
の
意

思
と
は
関
係
な
く
、い
つ
市

長
を
辞
め
る
か
分
か
ら
な
い

状
況
に
あ
る
。赤
峰
市
民
広

場
の
産
業
用
地
化
や
南
花
台

の
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
、ご
み

収
集
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

一
日
も
早
く
後
進
に
道
を
譲

る
の
が
河
内
長
野
市
と
市
民

の
た
め
。

答　

一
定
の
混
乱
を
招
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
。で
き
る
限
り
、任
期

を
全
う
す
る
。

市
民
の
声
を
第
一
に
。

問　
新
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設

の
場
所
と
時
期
を
明
ら
か
に

す
べ
き
。

答　

中
長
期
的
に
は
、長
野

北
高
校
跡
地
を
軸
に
令
和
5

年
度
中
に
構
想
を
示
し
た
い
。

問　
市
民
の
声
を
受
け
止
め
、

給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
や
遊
具
の

あ
る
公
園
を
。

答　

こ
れ
か
ら
の
計
画
に
生

か
し
て
い
き
た
い
。

問　
南
花
台
や
赤
峰
の
住
民

説
明
会
を
教
訓
に
改
善
を
。

答　

時
間
に
余
裕
を
持
ち
、

住
民
の
声
を
取
り
入
れ
ら
れ

る
市
政
運
営
に
努
め
た
い
。

問　
寺
ケ
池
公
園
周
回
路
の

抜
本
的
再
舗
装
を
。

答　

長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
計
画
的
に
進
め
る
。安
全

面
か
ら
も
優
先
度
は
高
い
。

問　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
設

置
や
駐
車
場
拡
充
を
。

答　

令
和
6
年
度
に
寺
ケ
池

公
園
に
つ
い
て
の
計
画
を
策

定
し
、検
討
す
る
予
定
。

問　
テ
ニ
ス
場
や
野
球
場
の

大
規
模
改
修
を
。

答　

策
定
中
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
再
編
構
想
で
検
討
す
る
。

問　

全
国
的
に
公
園
P
F
I

に
よ
る
樹
木
伐
採
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。樹
木
の
保
全

を
。

答　

樹
木
の
伐
採
を
伴
う
よ

う
な
商
業
施
設
の
建
設
は
想

定
し
て
い
な
い
。

問　
広
島
の
給
食
事
業
者
が

突
然
事
業
を
停
止
し
混
乱
し

た
。南
花
台
ス
タ
ジ
ア
ム
・
新

給
食
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

の
契
約
は
リ
ス
ク
回
避
を
。

答　

リ
ス
ク
分
担
や
損
害
賠

償
、指
定
の
取
り
消
し
な
ど
、

弁
護
士
相
談
を
行
い
慎
重
に

進
め
た
い
。

問　
公
共
施
設
や
小
学
校
の

ト
イ
レ
に
も
生
理
用
品
を
。

答　

購
入
が
困
難
な
女
性
に

は
窓
口
で
生
理
用
品
を
お
渡

し
し
、相
談
に
つ
な
げ
た
い
。

問　
女
性
を
入
れ
た
会
議
で

再
検
討
を
。

答　
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

問　
有
機
栽
培
耕
地
の
拡
大

と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
推
進

に
向
け
て
目
標
設
定
を
。

答　

実
施
計
画
や
目
指
す
べ

き
こ
と
を
し
っ
か
り
議
論
し

進
め
た
い
。

問　
現
在
市
内
で
有
機
栽
培

を
行
っ
て
い
る
方
と
、給
食

セ
ン
タ
ー
が
話
し
合
え
る
場

を
。

答　

ま
ず
は
、意
見
交
換
を

し
た
い
。

行政の更なる発展を

大
阪
維
新
の
会
代
表
　
　
西
田
　
善
延

市
長
の
進
め
る
市
政
に
つ
い
て
問
う

代 表 質 問

日
本
共
産
党
代
表
　
　
駄
場
中
　
大
介

市
政
の
停
滞
を
招
い
て
は
な
ら
な
い

代 表 質 問

再整備計画が進む寺ケ池公園
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令和5年12月1日   第262号代表質問

河
内
長
野
駅
周
辺
の
発
展
の

た
め
の
取
り
組
み
を
。

問　

商
店
街
西
商
栄
通
り
の

空
き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用
と

ア
ー
ケ
ー
ド
の
改
修
を
。

答　
長
野
商
店
街
の
空
き
家
・

空
き
店
舗
を
含
め
た
民
間
主

体
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
、地

域
や
民
間
と
連
携
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。ア
ー
ケ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、商
店
街
に
お
け

る
官
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

の
進
展
に
合
わ
せ
て
、地
域
の

方
々
と
共
に
検
討
し
た
い
。

問　

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地

の
利
用
・
活
用
方
針
を
早
急
に

打
ち
出
せ
。

答　

周
辺
の
土
地
を
含
め
た

土
地
利
用
を
図
る
こ
と
で
、高

度
利
用
や
国
道
の
歩
道
設
置

な
ど
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、民
間
事
業

者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

と
と
も
に
、国
庫
補
助
金
の
活

用
検
討
な
ど
事
業
成
立
性
の

精
査
を
行
っ
て
い
る
。今
後
、

ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
平
面
駐
車

場
も
含
め
、早
期
の
活
用
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。地
権

者
は
市
を
含
め
て
5
件
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
好

意
的
な
反
応
を
い
た
だ
い
て

お
り
、以
前
か
ら
要
望
さ
れ
て

い
る
旧
国
道
へ
の
歩
道
設
置

も
併
せ
て
解
決
で
き
れ
ば
と

い
う
思
い
も
あ
る
。

高
向
・
上
原
地
区
の
外
環
状
線

沿
い
の
利
活
用
促
進
を
。

問　

進
捗
状
況
と
計
画
予
定

を
問
う
。ま
た
、今
後
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
外
環
上
原
町
交

差
点
の
改
良
が
必
要
だ
が
、考

え
は
。

答　

各
地
権
者
の
施
行
後
の

土
地
の
位
置
や
面
積
を
指
定

す
る
仮
換
地
指
定
を
令
和
5

年
度
中
に
行
い
、令
和
6
年
度

よ
り
造
成
工
事
を
開
始
し
、令

和
7
年
度
末
以
降
か
ら
順
次

立
地
企
業
へ
の
引
渡
し
を
進

め
、令
和
8
年
度
頃
の
事
業
完

了
を
目
指
し
て
い
る
。上
原
町

交
差
点
に
つ
い
て
は
、府
に
お

い
て
、将
来
的
に
は
立
体
交
差

化
さ
れ
る
計
画
で
あ
り
、引
き

続
き
早
期
事
業
化
を
要
望
し

て
い
く
。

赤
峰
市
民
広
場
の
産
業
用
地

化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
。

問　
今
後
の
予
定
と
、周
辺
自

治
会
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
で
き

る
場
と
遊
具
の
代
替
整
備
の

考
え
は
。

答　

用
地
を
希
望
す
る
企
業

の
応
募
が
10
社
あ
り
、令
和
6

年
6
月
頃
に
本
契
約
、令
和
7

年
7
月
頃
に
土
地
の
引
渡
し

を
予
定
し
て
い
る
。グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
は
、長
野

北
高
校
跡
地
や
寺
ケ
池
公
園

野
球
場
の
利
用
も
含
め
て
検

討
し
て
お
り
、遊
具
に
つ
い
て

は
寺
ケ
池
公
園
の
充
実
に
よ

り
代
替
機
能
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、産
業
用
地
内
に
も

遊
歩
道
及
び
広
場
整
備
を
検

討
し
て
お
り
、近
隣
住
民
の
憩

い
の
場
を
確
保
し
て
い
く
。

問　

最
近
利
用
者
が
増
え
て

い
る
野
外
ス
テ
ー
ジ
の
代
替

施
設
を
検
討
せ
よ
。

答　
南
花
台
な
ど
は
既
に「
に

ぎ
わ
い
広
場
」と
い
う
公
園
機

能
部
分
に
直
径
約
50
メ
ー
ト

ル
の
芝
生
広
場
を
設
け
よ
う

と
思
っ
て
お
り
、そ
れ
に
隣
接

し
た
ス
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
も

計
画
に
入
れ
て
い
る
。今
後
計

画
さ
れ
る
公
園
の
中
で
色
々

な
こ
と
を
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

高
齢
者
、高
齢
者
世
帯
の
支
援

強
化
を
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、物
価

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会
　
桂
　
聖

来
年
は
市
制
施
行
70
周
年

80
周
年
に
向
け
て
夢
あ
る
河
内
長
野
に

代 表 質 問

の
高
騰
な
ど
で
高
齢
者
の
生

活
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
と
感
じ
る
が
、支
援
策
を
問

う
。ま
た
、8
月
に
送
付
さ
れ

た
モ
ッ
ク
ル
コ
イ
ン
カ
ー
ド

の
利
用
案
内
を
再
度
広
報
紙

で
行
え
。

答　

財
源
の
確
保
を
図
り
つ

つ
、ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
適
切
な

支
援
を
行
い
、高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、モ
ッ
ク
ル
コ
イ
ン
カ
ー

ド
に
つ
い
て
は
11
月
の
広
報

紙
あ
た
り
で
、利
用
の
確
認
を

周
知
し
た
い
。

市
制
施
行
70
周
年
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

問　
50
周
年
、60
周
年
に
行
わ

れ
た
だ
ん
じ
り
曳
行
は
、古
く

か
ら
の
本
市
の
伝
統
行
事
と

し
て
意
義
あ
る
も
の
と
感
じ

る
。全
市
民
が
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
形
で
、70
周
年
記

念
事
業
と
し
て
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

本市発展と市民が喜ぶ開発を

● 市議会だより255号（令和4年6月号）の一部訂正について

⬇

市議会だより255号（令和4年6月発行）において、一部「議案等番号」及び「件名」の誤りがありました。
お詫びして、以下のとおり訂正いたします。

※なお、議案第23号「令和4年度河内長野市国民健康保険事業勘定特別会計予算」については、全会一致で可決されました。

議案等
番　号 件　　名 議決

結果

自民党 大阪
維新の会 公明党 日本共産党 市民

クラブ
会派に

所属しない

奥
村  　
亮 

峯  

満
寿
人

橋
上  

和
美

土
井  　
昭

浦
山  

宣
之

中
村  

貴
子

三
島  

克
則

大
原  

一
郎

原　

  

歴
史

仲
川  　
学

駄
場
中
大
介

宮
本  　
哲

丹
羽　

  

実

堀
川  

和
彦

桂　

  　
聖

工
藤  

敬
子

道
端  

俊
彦

山
本  

一
男

議　案
第23号

令和4年度河内長野市国民健康保険
事業勘定特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● 議

長 ○ ○ ○ ○誤

議　案
第27号

令和 4 年度河内長野市後期高齢者医
療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● 議

長 ○ ○ ○ ○正
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代表質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

河
内
長
野
の
将
来
像
と
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
。

問　
本
市
が
進
め
て
い
る
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
進
捗
に
つ

い
て
問
う
。

答　

本
市
の
魅
力
や
特
色
を

生
か
し
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ

メ
ー
ジ
へ
と
転
換
す
る
こ
と

を
目
的
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
を
進
め
て
い
る
。各
部

推
薦
の
職
員
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問　

集
い
た
く
な
る
河
内
長

野
駅
前
に
向
け
て
の
取
組
と

今
後
の
展
開
は
。

答　

長
野
商
店
街
内
の
空
き

地
等
の
活
用
に
向
け
た
事

業
を
検
討
し
て
い
る
。官
民

が
一
体
と
な
り
、集
う
人
に

と
っ
て
魅
力
的
な
都
市
空
間

を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

問　

寺
ケ
池
公
園
は
魅
力
あ

る
公
園
に
な
る
の
か
。

答　

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、

多
彩
な
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
た

事
業
者
を
広
く
公
募
す
る
こ

と
に
よ
り
、寺
ケ
池
公
園
の

魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

問　

誰
も
が
利
用
し
や
す
い

公
園
を
目
指
し
、遊
具
や
ト

イ
レ
の
施
設
整
備
、ま
た
、リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
や
公
園
施
設
の

集
約
・
再
編
が
必
要
で
は
。

答　

目
指
す
べ
き
公
園
の
あ

り
方
を
検
討
し
、利
用
し
や

す
く
維
持
管
理
し
や
す
い
公

園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

く
。

問　

今
後
の
河
内
長
野
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
意

見
を
聞
く
た
め
に
も
、子
ど

も
議
会
を
開
催
し
て
は
ど
う

か
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
声
を
大

切
に
し
、魅
力
あ
る
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
も
、実
施
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

定
住
促
進
や
住
み
よ
い
ま
ち

河
内
長
野
市
に
向
け
て
。

問　
「
河
内
長
野
市
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」は
ど

の
よ
う
に
周
知
・
運
用
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　

ま
ち
の
美
化
に
向
け
た

マ
ナ
ー
と
モ
ラ
ル
向
上
の
た

め
の
啓
発
活
動
の
実
施
と
、

条
例
の
周
知
に
努
め
て
い

く
。

問　
本
市
の
空
き
家
対
策
は
。

答　

適
正
管
理
が
な
さ
れ
て

い
な
い
空
き
家
の
所
有
者
等

に
対
し
て
、適
切
に
管
理
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
粘
り
強

く
働
き
か
け
を
行
い
、空
き

家
の
発
生
予
防
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

市
民
の
健
康
と
命
を
守
る
。

問　

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
助

成
制
度
を
導
入
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

他
市
の
状
況
を
参
考

に
、制
度
化
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
く
。

問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助

成
制
度
を
導
入
で
き
な
い

か
。

答　

国
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
つ
い

て
、国
・
府
に
対
す
る
要
望
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。子どもたちの意見を聞く、

子ども議会の開催へ!

公
明
党
代
表
　
　
奥
井
　
良
一

わ
が
ま
ち
河
内
長
野
に
誇
り
を

も
っ
と
好
き
に
な
れ
る
ま
ち
へ
!

代 表 質 問

12月定例会の日程（予定）
	 12月 1日（金）	 午後 1時	 本会議
	 12日（火）	 午前10時	 本会議(一般質問)
	 13日（水）	 午前10時	 本会議(一般質問)
	 15日（金）	 午前10時	 福祉教育常任委員会
		  午後1時	 都市環境・
			   経済常任委員会
	 18日（月）	 午前10時	 総務常任委員会
		  午後1時	 予算常任委員会
	 20日（水）	 午後1時	 本会議

詳しくは☎53-1111（市役所代表）
議会事務局へお問い合わせください。

視察記録（令和5年8月7日〜）

10月16日
視察者	 三重県伊勢市議会志誠会　議員5名
調査事項	 防犯カメラについて

10月24日
視察先	 福岡県福岡市
調査事項	「福岡市認知症フレンドリーセンター」について
視察者	 会派　自民党・市民クラブ・無所属議員の会
	 奥村亮　峯満寿人
調査事項	 夜間のごみ収集について
視察者	 会派　自民党・市民クラブ・無所属議員の会
	 奥村亮　堀川和彦　峯満寿人

当市へ視察

当市が視察

意 見 書
〇生物多様性の保全・ネイチャーポジティブの対策の強化を求める意見書
〇特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書
〇ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求める意見書
〇経口中絶薬承認後の丁寧な運用と体制整備を求める意見書
※可決した意見書は関係機関に送付しました。 意見書の内容
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令和5年12月1日   第262号個人質問

骨髄バンクポスター

女性・赤ちゃんに
優しい、働く世代
に優しい施策

再エネ設備の概要

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
。

問　
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
伴
う

具
体
的
な
実
施
要
綱
と
そ
の

C
O
²削
減
量
は
。ま
た
募
集

は
い
つ
か
ら
か
。

答　

令
和
5
年
度
か
ら
個
人

及
び
民
間
事
業
者
を
対
象
と

し
た
補
助
金
制
度
を
創
設
し
、

募
集
開
始
は
令
和
5
年
10
月

頃
を
予
定
し
て
い
る
。C
O
²

削
減
量
は
累
計
2
千
366
・
6

ト
ン
と
な
る
見
込
み
。

問　

最
近
の
記
録
的
な
短

時
間
集
中
豪
雨
に
よ
り
、市

内
各
所
で
被
害
が
出
て
い

る
。新
設
道
路
の
排
水
基
準

（
90
mm
╱
h
）の
時
間
雨
量
の

基
準
を
見
直
し
て
は
。

答　

90
mm
を
上
回
る
基
準
の

設
定
を
行
う
と
、下
流
域
で

の
流
下
能
力
不
足
な
ど
が
危

惧
さ
れ
る
た
め
、排
水
基
準

の
見
直
し
以
外
の
方
法
で
、

溢
水
被
害
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
事
業
者
な
ど
に
指
導
し
て

い
き
た
い
。

問　
市
内
の
住
宅
団
地
遊
水

地
は
何
か
所
か
。清
掃
や
保

守
は
定
期
的
に
さ
れ
て
い
る

か
。

答　

調
整
池
は
15
団
地
に
31

か
所
あ
り
、調
整
池
調
査
業

務
に
基
づ
き
優
先
順
位
を
つ

け
た
上
で
、毎
年
2
か
所
程

度
に
対
し
て
抜
本
的
な
清
掃

業
務
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

教
育
環
境
改
善
に
つ
い
て
。

問　
小
中
学
校
の
普
通
教
室

の
エ
ア
コ
ン
使
用
実
態
は
児

童
・
生
徒
の
健
康
と
快
適
な

学
習
環
境
を
作
れ
て
い
る
の

か
。ま
た
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
新
設
の
見
通
し
は
。

答　

文
科
省
の
定
め
る
基
準

に
基
づ
き
、18
度
以
上
28
度

以
下
の
範
囲
で
普
通
教
室
の

温
度
を
設
定
し
て
い
る
。体

育
館
は
運
動
を
伴
う
活
動
場

所
だ
け
で
は
な
く
、避
難
所

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、空
調

設
備
の
早
期
導
入
に
向
け
取

組
を
進
め
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
誤

り
等
に
つ
い
て
。

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
者
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
。

問　
ド
ナ
ー
の
費
用
負
担
を

軽
減
す
る
助
成
金
交
付
が
ド

ナ
ー
登
録
の
後
押
し
と
な
る

の
で
は
。

答　

現
在
、骨
髄
バ
ン
ク
の

ド
ナ
ー
登
録
者
は
全
国
で
約

54
万
人
、本
市
の
登
録
者
数
は

令
和
5
年
3
月
末
時
点
で
293

人
。毎
年
、全
国
で
2
千
人
以

上
が
移
植
を
必
要
と
し
て
お

り
、ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ド
ナ
ー
の
費
用
負
担
に
つ
い

て
、実
際
に
骨
髄
ま
た
は
末
梢

血
幹
細
胞
を
提
供
す
る
際
は
、

入
院
費
用
や
入
院
前
後
の
健

診
及
び
交
通
費
等
に
つ
い
て

の
本
人
の
費
用
負
担
は
無
い
。

最
初
の
健
診
か
ら
骨
髄
採
取

ま
で
は
約
3
～
4
ケ
月
を
要

し
、そ
の
間
の
休
業
補
償
は

整
備
さ
れ
て
い
な
い
。ド
ナ
ー

に
生
じ
る
負
担
を
軽
減
す
る

な
ど
の
環
境
整
備
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、他

市
の
助
成
状
況
を
参
考
に
制

度
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
再
編
計
画
に

つ
い
て
。

問　

中
期
・
長
期
の
再
編
計

画
の
進
捗
に
つ
い
て
。現
在

使
用
し
て
い
る
市
民
総
合
体

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

長
野
北
高
校
跡
地
に
つ

い
て
は
、短
期
的
な
代
替
施

設
と
し
て
活
用
す
る
た
め
必

要
な
整
備
を
予
定
し
て
お

り
、当
該
地
を
軸
と
し
た
中

期
的
な
取
組
に
つ
い
て
、令

和
5
年
度
末
に
策
定
す
る
基

本
構
想
の
中
で
方
向
性
を
示

し
た
い
。市
民
総
合
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
は
、気
候
変
動
や
熱
中
症

の
リ
ス
ク
が
非
常
に
高
ま
っ

て
き
て
お
り
、早
急
に
対
策

が
必
要
で
あ
る
。コ
ス
ト
を

抑
え
、早
期
に
導
入
し
得
る

手
法
や
転
用
し
得
る
手
法
を

検
討
し
て
い
る
。ま
た
、大
型

ス
ポ
ッ
ト
バ
ズ
ー
カ
に
つ
い

て
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て

い
る
。

「
働
く
人
に
優
し
い
ま
ち
」、

「
女
性
・
赤
ち
ゃ
ん
に
優
し
い

ま
ち
」へ
。ご
み
戸
別
収
集
を

含
め
た
家
庭
ご
み
収
集
に
つ

い
て
。

問　
働
い
て
い
る
等
の
理
由

に
よ
り
、ご
み
当
番
等
で
困
っ

て
い
る
方
へ
の
対
応
に
つ
い

て
。

答　
他
の
自
治
体
に
お
い
て
、

カ
ラ
ス
よ
け
ネ
ッ
ト
の
導
入

補
助
に
よ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

管
理
の
負
担
を
軽
減
す
る
取

組
を
実
施
し
て
い
る
事
例
が

あ
る
。鳥
獣
被
害
が
少
な
く

な
れ
ば
ご
み
当
番
の
方
の
負

担
も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

有
効
な
方
策
と
考
え
る
。

問　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
形

式
の
違
い
に
よ
る
住
民
負
荷

軽
減
へ
の
対
応
に
つ
い
て

答　

形
式
の
違
い
や
地
域
特

性
に
対
応
し
た
取
り
組
み
、

住
民
負
荷
の
軽
減
に
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
設
置
す
る
と

こ
ろ
が
し
っ
か
り
し
た
囲
い

の
あ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は

ボ
ッ
ク
ス
形
式
、そ
う
で
な

い
と
こ
ろ
は
折
り
畳
み
が
で

き
る
、ま
た
は
ぶ
ら
下
げ
て

の
利
用
な
ど
、形
状
に
よ
っ

て
様
々
な
製
品
が
あ
り
、地

域
の
特
性
に
応
じ
て
考
え
て

い
く
。ま
た
、工
夫
さ
れ
て
い

る
好
事
例
を
紹
介
し
、活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

働
く
人
に
優
し
い
ま
ち
へ
、本

市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
。

問　
4
月
か
ら
開
始
し
て
い

る
空
家
等
利
活
用
支
援
制
度

申
請
状
況
に
つ
い
て
。

答　

8
月
末
時
点
で
7
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。全
日
本
不

動
産
協
会
等
を
通
じ
て
所
有

者
と
不
動
産
事
業
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
。

問　
本
市
は
ど
の
ぐ
ら
い
の

空
き
家
が
あ
る
の
か
。

答　
住
宅
総
数
が
4
万
6
千
310

戸
に
対
し
て
、空
き
家
の
件
数

が
5
千
180
戸
。空
き
家
率
11
・

2
%
。府
内
33
市
中
、高
い
方

か
ら
数
え
て
29
位
で
あ
り
、平

成
30
年
の
調
査
の
段
階
で
は

高
い
方
で
は
な
い
。

日
本
共
産
党

　
丹
羽
　
実

再
エ
ネ
推
進
交
付
金
は
丁
寧
に
説
明
を

個 人 質 問

大
阪
維
新
の
会

　
吉
竹
　
英
行

漸
進
す
る
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ
再
編

個 人 質 問

　
若
林
　
靖

河
内
長
野
を「
日
本
一
優
し
い
ま
ち
」へ

個 人 質 問
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個人質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

「税源涵養に資する」行政運営を
行い、将来も安心して生活でき、
住み続けられるまちづくりを !

まちづくりと連動した老朽施設の
建替え集約を

子育て世代に優しい
生活環境が得やすい河内長野市

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
行
財
政
・
市
政
運
営

に
つ
い
て
。

問　

今
後
の
財
政
見
通
し
、

ま
た
今
後
実
施
が
見
込
ま
れ

る
事
業
と
そ
の
影
響
に
つ
い

て
。

答　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
や（
仮
称
）
南
花
台

中
央
公
園
整
備
事
業
や
小
山

田
西
地
区
地
域
活
性
化
事
業

等
、現
時
点
で
総
額
約
111
億

円
に
も
達
す
る
大
規
模
な
投

資
的
事
業
を
予
定
し
て
お

り
、将
来
、公
債
費
の
増
加
も

懸
念
さ
れ
る
。ま
た
、中
学
校

全
員
給
食
開
始
に
伴
う
経
常

的
な
委
託
料
等
の
増
加
な
ど

を
含
め
る
と
多
額
の
収
支
不

足
が
生
じ
る
。今
後
、事
業
費

の
平
準
化
を
図
り
な
が
ら
、

普
通
建
設
事
業
基
金
活
用
の

検
討
等
、将
来
の
収
支
不
足

解
消
を
目
指
し
た
い
。

河
内
長
野
市
の
地
域
課
題
の

解
決
に
つ
い
て
。

問　

富
田
林
市
な
ど
4
つ
の

市
町
村
を
中
心
に
路
線
バ
ス

を
運
行
す
る
金
剛
バ
ス
が
、人

口
減
少
等
を
理
由
に
令
和
5

年
12
月
に
路
線
バ
ス
事
業
を

廃
止
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答　

バ
ス
利
用
者
の
減
少
や

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
、ま
た
乗

務
員
不
足
等
、バ
ス
事
業
者

の
経
営
状
況
は
厳
し
い
。南

海
バ
ス
と
危
機
感
を
共
有
し
、

定
例
の
会
議
も
行
っ
て
お
り
、

共
に
協
力
し
な
が
ら
こ
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
商
店
街
の
防
犯
カ
メ
ラ

及
び
電
灯
維
持
管
理
費
負
担

軽
減
に
つ
い
て
。

答　

商
店
会
に
お
い
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
高
騰
に
よ
り

防
犯
カ
メ
ラ
や
商
業
灯
の
電

気
料
金
な
ど
維
持
管
理
経
費

が
増
加
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。公
共
的
な
場
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ

は
、公
設
化
に
向
け
て
検
討

を
進
め
る
と
と
も
に
、商
業

灯
・
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、

地
域
商
業
の
活
性
化
及
び
安

全
・
安
心
な
環
境
整
備
に
努

め
て
い
く
。

交
通
事
故
対
策
、通
学
路
の
安

全
確
保
に
さ
ら
な
る
注
力
を
。

令
和
4
年
度
決
算
に
見
る
本

市
の
財
政
状
況
は
。

問　
令
和
4
年
度
の
収
支
に

お
け
る
特
徴
的
な
要
因
は
。

答　

令
和
4
年
度
決
算
で
は

令
和
3
年
度
と
比
較
し
て
約

2
・
5
億
円
増
加
し
た
。前
年

度
対
比
の
増
加
は
9
年
ぶ
り

で
あ
り
、市
税
収
入
は
平
成

9
年
度
の
約
172
億
円
を
ピ
ー

ク
に
、令
和
4
年
度
で
は
約

119
億
円
と
ピ
ー
ク
時
と
比
べ

て
約
53
億
円
の
減
少
と
な
る
。

問　
過
去
10
年
の
収
支
の
推

移
と
府
内
他
市
と
の
比
較

は
。

答　

府
内
他
市
の
過
去
10
年

間
を
比
較
す
る
と
、ほ
と
ん

ど
の
都
市
で
増
加
し
て
い
る

一
方
、本
市
は
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
。
要
因
と
し
て
、

人
口
減
少
に
伴
う
納
税
義
務

者
、特
に
高
額
納
税
義
務
者

の
減
少
が
他
市
よ
り
多
く
見

ら
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
再
編
と
空
き

教
育
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
。

問　
赤
峰
市
民
広
場
代
替
施

設
の
進
捗
は
。

答　

短
期
的
代
替
施
設
と
し

て
長
野
北
高
校
跡
地
を
活
用

す
べ
く
、必
要
な
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。中
長
期
的
な

再
編
整
備
に
つ
い
て
は
、小

山
田
地
域
等
、新
た
に
整
備

さ
れ
る
低
未
利
用
地
を
候
補

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
連
動

し
た
長
期
的
な
取
組
を
見
据

え
た
上
で
、令
和
5
年
度
末

に
策
定
す
る
基
本
構
想
の
中

で
方
向
性
を
示
し
た
い
。

問　
小
中
一
貫
統
合
後
の
南

花
台
小
学
校
跡
地
の
活
用

は
。

答　

平
日
は
南
花
台
中
央
公

園
が
集
約
整
備
さ
れ
る
ま
で

の
公
園
の
代
替
地
と
し
て
、

土
日
祝
は
赤
峰
市
民
広
場
の

産
業
用
地
化
に
伴
う
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
代
替
地
の
一
部
と

し
て
活
用
す
る
。

問　
廃
止
決
定
後
の
三
日
市

幼
稚
園
跡
地
の
活
用
は
。

答　

適
応
指
導
教
室「
ゆ
う

☆
ゆ
う
ス
ペ
ー
ス
」が
老
朽

化
し
て
お
り
、ま
た
狭
小
の

た
め
、本
施
設
の
移
設
を
検

討
し
て
い
る
。

本
市
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
。

問　

令
和
6
年
以
降
10
年
間

の
毎
年
平
均
約
6
億
円
の
収

支
不
足
に
対
す
る
対
応
策
は
。

答　

歳
入
面
で
は
ふ
る
さ
と

納
税
の
充
実
、基
金
の
債
券

運
用
、未
利
用
地
の
売
却
等

で
自
主
財
源
を
確
保
し
、大

規
模
な
投
資
的
事
業
で
は
、

普
通
建
設
事
業
基
金
の
活
用

も
検
討
し
て
い
る
。歳
出
面

で
は
、包
括
予
算
制
度
を
通

じ
た
現
場
視
点
に
よ
る
事
業

の
見
直
し
の
継
続
と
自
治
体

D
X
・
施
設
維
持
運
営
の
効

率
化
等
で
対
応
す
る
。

問　

市
民
へ
の
不
安
解
消

策
、職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
維
持
・
向
上
策
を
問
う
。

答　

本
市
に
は
子
育
て
世
代

が
安
価
で
良
質
な
住
宅
を
求

め
て
転
入
し
て
く
る
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、企
業
用

地
造
成
を
は
じ
め
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、本
市
を
誇
れ
る
ま

ち
と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

意
識
を
職
員
へ
浸
透
さ
せ
る

こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
に
つ
な
げ
、市
民
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
感

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
歩
踏
み
込
ん
だ
公
民
連
携

事
業
の
展
開
を
。

問　
農
福
連
携
事
業
の
実
施

や
長
野
商
店
街
の
に
ぎ
わ

い
復
活
事
業
に
公
民
連
携
デ

ス
ク
を
積
極
活
用
す
べ
き
で

は
。

答　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
公

民
連
携
デ
ス
ク
の
立
ち
上
げ

以
降
、さ
ま
ざ
ま
な
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
き
た
。今

後
、既
存
連
携
事
業
者
に
限

ら
ず
広
く
課
題
解
決
策
を
求

め
る
こ
と
は
、新
た
な
視
点

や
ノ
ウ
ハ
ウ
導
入
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、積
極

的
に
課
題
提
示
型
の
公
民
連

携
に
取
り
組
み
た
い
。

教
育
行
政
で
の
生
成
A
I

（
C
h
a
t
G
P
T（
※
1
）等
）

に
関
し
、健
全
か
つ
効
果
的
に

活
用
を
行
う
取
組
と
英
語
村

構
想
へ
の
具
体
的
活
用
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

 ※1　ChatGPT…人工知能を用いたチャットシステム

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会

　
　
道
端
　
俊
彦

夢
あ
る
持
続
可
能
な
未
来
の
ま
ち
の
た
め
に

個 人 質 問

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会

　  

峯
　
満
寿
人
　

現
状
を
見
極
め
、施
設
等
の
有
効
活
用
を

個 人 質 問

公
明
党

　
大
原
　
一
郎

安
価
で
安
心
な
居
住
環
境
の
ア
ピ
ー
ル
を

個 人 質 問
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令和5年12月1日   第262号個人質問

避難所になる学校体育館に
空調設備が整備されます

カラス対策など手間のかかる
ごみステーション

寺ケ池公園・（仮称）南花台中
央公園を魅力あふれる公園に

ご
み
収
集
に
お
け
る
様
々
な

住
民
負
担
を
軽
減
せ
よ
。

問　

市
内
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
何
か
所
あ
り
平
均

何
世
帯
に
1
か
所
と
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　

令
和
3
年
度
の
調
査
に

よ
る
と
、3
千
296
か
所
。大
規

模
集
合
住
宅
を
除
い
た
市
全

体
で
は
、お
お
む
ね
14
世
帯

に
1
か
所
の
設
置
と
な
る
。

問　
戸
別
収
集
を
実
施
し
た

場
合
の
課
題
は
。

答　

部
分
的
に
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
を
併
用
し
て
い
る
自

治
体
が
多
く
、公
平
性
等
に

つ
い
て
の
懸
念
や
地
域
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
、ご
み
の

特
定
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

面
で
の
不
安
も
聞
き
及
ん
で

い
る
。

問　
様
々
な
条
件
の
中
で
の

課
題
解
決
は
戸
別
収
集
も
含

め
、あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
に
大

き
な
予
算
を
取
っ
て
進
め
よ
。

答　

各
地
域
の
実
情
に
即
し

た
施
策
の
立
案
と
事
業
費
の

予
算
化
に
努
め
た
い
。

問　
粗
大
ご
み
の
収
集
方
法

は
あ
ら
た
め
て
市
民
の
声
を

聞
き
進
め
よ
。

答　

基
本
計
画
の
中
間
見
直

し
を
控
え
て
お
り
、市
民
の

声
も
反
映
し
て
い
き
た
い
。

放
置
空
き
家
・
空
き
地
対
策
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

問　

放
置
空
き
家
・
空
き
地

は
現
在
何
件
あ
る
の
か
。そ

の
具
体
的
な
対
策
は
。

答　

空
き
家
は
63
件
、空
き

地
は
13
件
。所
有
者
等
に
対

し
て
助
言
等
を
し
て
い
る
。

問　
4
月
に
施
行
さ
れ
た
民

法
改
正
内
容
に
つ
い
て
。

答　

隣
地
か
ら
越
境
し
た
竹

林
の
枝
に
つ
い
て
、事
情
に

よ
っ
て
は
切
除
が
可
能
と

な
っ
た
。

問　
空
き
家
等
利
活
用
支
援

制
度
の
実
績
と
評
価
は
。

答　
7
件
の
申
請
が
あ
り
、う

ち
1
件
は
媒
介
契
約
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。円
滑
な
マ
ッ
チ

ン
グ
に
よ
り
実
効
性
が
あ
る
。

三
日
市
幼
稚
園
跡
地
を
利
用

し
、「
ゆ
う
☆
ゆ
う
ス
ペ
ー
ス
」

の
拡
充
と
指
導
員
の
充
実
を
。

南
花
台
地
区
施
設
一
体
型
小

中
一
貫
教
育
推
進
校
整
備
後

の
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
。

問　
広
大
な
敷
地
が
役
割
を

終
え
る
こ
と
は
、住
ん
で
い

る
方
の
生
活
利
便
性
の
向
上

だ
け
で
な
く
、他
市
か
ら
来

て
も
ら
え
る
、ま
た
選
ん
で

も
ら
え
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。

跡
地
活
用
に
つ
い
て
市
の
見

解
は
。

答　

施
設
一
体
型
小
中
一
貫

教
育
推
進
校
の
整
備
や（
仮

称
）南
花
台
中
央
公
園
の
整

備
等
、住
民
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。小
学
校
跡
地
は
重
要
な

場
所
で
あ
り
、ま
ち
づ
く
り

の
課
題
に
対
応
で
き
る
場
所

で
も
あ
る
。短
期
的
に
は
中

学
校
運
動
場
と
し
て
整
備
す

る
第
10
公
園
の
代
替
地
と
し
、

平
日
は
地
域
住
民
へ
開
放
予

定
。
土
日
祝
は
、
赤
峰
市
民

広
場
産
業
用
地
化
に
伴
う
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
代
替
地
と
し

て
活
用
す
る
。

公
園
の
充
実
に
つ
い
て
。

問　
赤
峰
市
民
広
場
の
産
業

用
地
化
に
よ
り
、寺
ケ
池
公

園
の
機
能
充
実
が
強
く
望
ま

れ
て
い
る
。具
体
的
な
内
容

は
。

答　

寺
ケ
池
公
園
は
整
備
後

か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
て

お
り
、遊
具
を
は
じ
め
施
設

の
老
朽
化
等
課
題
も
多
く
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
。駐
車

場
の
拡
充
等
、様
々
な
要
望

や
状
況
を
踏
ま
え
、令
和
6

年
度
に
寺
ケ
池
公
園
の
目
指

す
べ
き
公
園
像
を
明
確
化
し
、

今
後
の
公
園
整
備
を
効
率
的
、

効
果
的
に
行
う
た
め
計
画
を

策
定
す
る
。

問　
（
仮
称
）南
花
台
中
央
公

園
の
整
備
内
容
に
つ
い
て
。

答　

ス
タ
ジ
ア
ム
は
芝
生
席

を
開
放
し
周
辺
の
園
路
に
遊

具
を
配
置
す
る
等
、試
合
時

以
外
も
日
常
的
に
利
用
で
き

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。公

園
は
、夏
祭
り
な
ど
地
域
イ

ベ
ン
ト
に
活
用
で
き
る
大
き

な
芝
生
広
場
を
設
け
、マ
ル

シ
ェ
に
対
応
で
き
る
電
源
設

備
の
整
備
も
予
定
し
て
い
る
。

カ
フ
ェ
も
整
備
し
、憩
い
の

場
や
地
域
の
交
流
の
場
を
創

出
す
る
。

日
本
共
産
党

　
宮
本
　
哲

ご
み
収
集
は
地
域
の
条
件
に
応
じ
た
方
法
で

個 人 質 問

　
工
藤
　
敬
子

選
ば
れ
る
河
内
長
野
に
な
る
土
地
活
用
を
!

個 人 質 問

災
害
対
策
は
被
害
が
お
こ
る

前
に
実
施
せ
よ
。

問　

避
難
所
に
な
っ
て
い
る

学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を

つ
け
る
べ
き
。令
和
7
年
度

ま
で
使
え
る
国
の
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
を
使
っ
て
は
。

答　

緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
、

令
和
7
年
度
ま
で
の
整
備
に

向
け
計
画
を
立
て
、学
校
体

育
館
の
空
調
を
整
備
し
て
い

く
。

問　
美
加
の
台
ニ
～
三
丁
目

の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
遊

歩
道
の
斜
面
の
高
木
が
倒
木

し
、通
学
路
を
塞
い
だ
。安
全

対
策
を
実
施
す
べ
き
。

答　

こ
の
事
案
を
受
け
て
、

倒
木
し
た
周
辺
の
樹
木
に
つ

い
て
点
検
し
、約
20
本
の
伐

採
を
行
っ
た
。そ
の
後
、市
内

の
小
中
学
校
の
通
学
路
に
隣

接
す
る
緑
地
に
つ
い
て
も
総

点
検
を
行
い
、倒
木
の
可
能

性
の
あ
る
樹
木
を
65
本
計
上

し
、20
本
を
先
行
し
伐
採
し

た
。補
正
予
算
に
上
程
し
て

い
る
財
源
を
基
に
、予
算
成

立
後
、美
加
の
台
の
12
本
を

含
む
残
り
45
本
の
伐
採
を
実

施
す
る
。

市
内
中
小
企
業
に
優
し
い
条

例
の
制
定
を
。

問　

市
内
事
業
者
を
守
り
、

新
た
な
企
業
を
誘
致
す
る
た

め
、中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
の
制
定
を
。

答　

赤
峰
市
民
広
場
を
は
じ

め
市
内
各
所
で
産
業
用
地

の
整
備
に
向
け
て
進
め
て
お

り
、
新
た
な
企
業
誘
致
、
雇

用
、消
費
の
拡
大
な
ど
が
重

要
で
あ
る
。こ
の
条
例
は
、既

に
府
内
18
市
に
て
制
定
さ
れ

て
お
り
、八
尾
市
で
は「
地
域

産
業
の
栄
え
る
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
標

に
、地
域
特
性
に
適
し
た
施

策
を
市
民
、事
業
者
及
び
市

が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
明

確
化
し
て
い
る
。本
市
も
、赤

峰
市
民
広
場
の
産
業
用
地
化

の
事
業
と
並
行
し
て
、中
小

企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会

　
　
堀
川
　
和
彦

市
の
役
割
は
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ
と

個 人 質 問
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個人質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

子どもたちが安心して遊びや
スポーツができる広場を!

子どもが健康で健やかに
成長できる保育環境づくりを

議会日誌（令和 5 年 8 月〜）

さ
あ
挑
戦
だ
。こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
で
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
の
構
築
を
。

問　
出
生
届
時
に
お
祝
い
と

し
て「
オ
ム
ツ
券
」
の
配
付

を
。

答　

財
源
確
保
に
努
め
、他

市
の
状
況
や
事
業
の
効
果
性

を
勘
案
し
研
究
し
た
い
。

問　
安
心
し
て
ボ
ー
ル
遊
び

や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
が
で
き

る
広
場
に
つ
い
て
。

答　

令
和
6
年
度
よ
り
公
園

ス
ト
ッ
ク
再
編
事
業
を
実
施

す
る
予
定
。各
公
園
の
利
用

状
況
、利
用
者
ニ
ー
ズ
調
査

と
、公
園
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
ス

ポ
ー
ツ
担
当
部
局
と
調
整

し
、子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安

全
に
遊
べ
る
公
園
等
を
検
討

し
て
い
く
。

問　

近
年
、共
働
き
世
帯
の

増
加
で
課
題
の
一
つ
に
ご
み

出
し
が
あ
る
。夜
間
収
集
の

実
現
で
、か
ね
て
よ
り
問
題

で
あ
っ
た
カ
ラ
ス
対
策
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。見
解

は
。

答　

様
々
な
課
題
を
解
決
す

る
先
進
的
な
手
法
の
一
つ
と

認
識
し
、今
後
、各
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

平
時
で
あ
る
今
こ
そ
万
全
な

備
え
で
災
害
時
に
負
け
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
。

問　
社
会
人
が
仕
事
で
培
っ

た
知
識
、ス
キ
ル
、経
験
を
活

用
し
て
社
会
貢
献
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
全
般
を
指
す

「
プ
ロ
ボ
ノ
」に
つ
い
て
見
解

は
。

答　

市
と
し
て
も「
プ
ロ
ボ

ノ
」
に
注
目
し
て
お
り
、
必

要
に
応
じ
連
携
し
、市
民
の

円
滑
な
生
活
再
建
に
努
め
た

い
。

問　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に

あ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
、

日
常
時
や
非
常
時
に
も
役
立

て
る「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」に

つ
い
て
見
解
は
。

答　

市
と
し
て「
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
」に
関
心
を
寄
せ
て

い
る
。今
後
、研
究
を
進
め
、

市
民
に
周
知
・
啓
発
し
、市
民

の
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め

た
い
。

2
0
2
5
年
問
題
に
つ
い
て
。

問　
少
子
化
や
待
機
児
童
問

題
の
解
消
に
よ
り
、保
育
所

の
利
用
児
童
数
が
2
0
2
5

年
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、保
育

施
設
が
過
剰
時
代
に
突
入
し

淘
汰
の
時
代
を
迎
え
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。本
市
で
は
待

機
児
童
が
解
消
さ
れ
た
反

面
、保
育
施
設
が
既
に
過
剰

状
態
に
な
っ
て
い
る
が
、こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
保
育
施

策
の
失
策
が
要
因
で
は
な
い

の
か
。

答　

少
子
化
に
よ
る
利
用
児

童
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、入
所
定
員
枠
を

拡
大
す
る
た
め
の
整
備
に
関

す
る
補
助
制
度
は
令
和
6
年

度
で
一
旦
終
了
す
る
。

問　
定
員
規
模
の
大
き
い
認

定
こ
ど
も
園
が
3
号
認
定
の

定
員
枠
を
広
げ
る
と
聞
き
及

ん
で
お
り
、そ
の
影
響
で
既

存
の
保
育
施
設
が
定
員
割
れ

を
起
こ
し
、経
営
が
悪
化
す

る
事
態
が
想
定
さ
れ
る
。本

市
の
見
解
と
支
援
策
を
問
う
。

答　
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、

定
員
割
れ
を
起
こ
す
保
育
施

設
が
出
て
く
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
。定
員
に
空
き
が
あ

る
保
育
所
等
に
お
い
て
、定

期
的
な
預
か
り
を
行
う「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」の

実
施
を
希
望
す
る
園
へ
の
支

援
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。　　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

い
て
。

問　

人
口
減
少
、急
激
な
少

子
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
河

内
長
野
駅
周
辺
地
区
は
空
洞

化
が
進
み
、賑
わ
い
の
創
出

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。駅

前
再
開
発
事
業
に
よ
り
、民

間
活
力
を
導
入
し
た
駅
前
に

ふ
さ
わ
し
い
集
約
的
な
拠
点

形
成
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

官
民
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
と

も
に
、「
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
」

の
活
性
化
、ひ
い
て
は
市
の

都
市
拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
土
井
　
昭

保
育
施
設
の
定
員
割
れ
に
対
す
る
支
援
を
!

個 人 質 問

	 8月17日	 都市環境・経済常任委員協議会
		  各派幹事長会議
	 21日	 総務常任委員協議会
	 22日	 全員協議会
	 25日	 議会運営委員会
		  各派幹事長会議
	 9月 1日	 本会議（第1日）
		  広報委員会
	 12日	 本会議（第2日）
	 13日	 議会運営委員会 
		  本会議（第3日）
	 15日	 福祉教育常任委員会
		  都市環境・経済常任委員会
		  各派幹事長会議

	 9月 19日	 総務常任委員会
		  予算常任委員会
	 20日	 決算常任委員会
	 21日	 決算常任委員会
	 26日	 本会議（第4日）
	 10月 23日	 広報委員会
	 30日～31日	 総務常任委員会行政視察
　　　　　　　　  （福井県鯖江市・富山県富山市）
	 30日～31日	 都市環境・経済常任委員会行政視察
　　　　　　　　  （徳島県三好市・岡山県津山市）
	31日～11月1日	 福祉教育常任委員会行政視察
　　　　　　　　  （愛媛県四国中央市・愛媛県今治市)
	 11月10日	 全員協議会
	 13日	 広報委員会

公
明
党

　
三
島
　
克
則

こ
の
10
年
が
本
当
の
勝
負
だ
!

個 人 質 問



市民のみなさんに市議会議員を身近に感じていた
だきたいという思いから、議席番号順に全議員を
クローズアップしていきます。

どんな資格を持っていますか。
防災士、ペット防災サポート士中級。
好きな本は。
三浦綾子さんの著『塩狩峠』、何度読んでも涙が止
まりません。
好きな食べ物は。
豆腐料理。
好きな動物は。
大型犬。過去にビアデットコリーを飼っていました。
この4年間で議員としてやりたいことは。
防災を極め、啓発したい。

議員をやっていてよかったと思うのはどんな時。
地元地域との繋がりが密接になったこと。
私生活でルーティーンとしていることは。
週3回の駅立ち挨拶と週2回の子ども達の見守り
活動及び月2、3回の地域清掃活動。
最近チャレンジしていることはありますか。
転入促進。
議員になって感じたことは。
受け身を排して、常に前向きに現場に飛び込む姿勢
が大事。

議員議員のの横顔横顔

Q Q

A A

議席番号　

14
議席番号　

15
公明党

三
み し ま

島 克
か つ の り

則
高向在住

公明党

大
お お は ら

原 一
い ち ろ う

郎
喜多町在住

Q Q

A A

Q Q

A A
Q

A

◆議員研修会◆
　令和 5 年 7 月 27 日（木）、「議会棟の Wi-Fi 環境
の整備について」をテーマに木津川市議会への視
察研修を行いました。この研修会は、今般、全国的
に議会のデジタル化が進む中、本市議会において
も、より効率的かつ効果的な議会運営を検討すべ
く開催したものです。
　木津川市議会では、議場等の Wi-Fi 環境の整備
からタブレット端末の導入、本会議場でのタブレッ
ト端末の持ち込みや、タブレット端末にてクラウ
ドシステムを活用した資料共有やネット検索など、
ペーパーレス化や情報伝達の敏速化にも寄与して
いました。

　令和5年8月10日（木）、「ペット防災から、イン
クルーシブな避難所運営を考える」をテーマに議員
研修会を開催しました。この研修会は、台風や地震
などの様々な災害リスクからペットの飼い主だけ
ではなく、だれもが助かる社会へと防災力を高める
ために開催したものです。
　この日はNPO法人ペット防災サポート協会 理
事長の三浦律子氏を講師に招き、実際に震度7の地
震が発災した想定で、「避難所HUGペット版」を用
いた避難所運営のシミュレーションを行いました。

Q

A

市議会だよりは4万8千100部作成し、1部あたりの単価は15円40銭です。 

Q

A


